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腫瘍の発生・増殖とその制御 

 

授業概要 
細胞の発生・分化・増殖に関する基礎科学から腫瘍細胞発生の分子機序、細胞周期の調節異

常、細胞分化と増殖の人為的統御について概説する。 

 

担当教員 

鈴宮淳司（主担当） 教 授・腫瘍センター/腫瘍・血液内科 

浦野 健      教 授・病態生化学 

吉山裕規      教 授・微生物学 

田島義証      教 授・消化器・総合外科学 

京  哲      教 授・産科婦人科学 

関根浄治      教 授・歯科口腔外科学 

嘉数直樹      准教授・環境予防医学 

福田誠司      准教授・小児科学 

鈴木律朗      准教授・腫瘍センター/腫瘍・血液内科 

 

授業の形式 

オムニバス形式を基本とする。 

 

教育内容 

１．腫瘍発生の要因としての遺伝子変化、腫瘍の増殖・進展過程における血管新生やそれを制

御する因子の役割解明と、患者予後との関係を学ぶ事により腫瘍学を自ら学習する能力を育

成する。 

２．各種造血器腫瘍における特異的な遺伝子変異の分子生物学意義を概説するとともに、それ

ぞれの発症責任遺伝子・分子を標的とした新たな癌治療戦略の展開についても理解を深め

させる。白血病などの造血器腫瘍の進展に関わる因子やその進展の仕組みなどの理解を深

める。 

３．がん細胞の性質を概説するとともに、薬物耐性の獲得機構・転移能の機序を分子細胞

生物学的に説明し、がん細胞に対する理解を深める。さらにこれらの知見を基に治療戦

略への応用を考える。 

４．消化器癌の発生、増殖に関する分子生物学的機序を学ばせる。また、がん治療におけ

る分子標的治療の最近の知見についても理解を深めさせる。 

５．がん細胞の発生および増殖における細胞周期の役割とその分子基盤を概説することで、

これらの異常であるがん細胞に対する理解を深める。さらにこれらの分子基盤をもとに

がん治療戦略への応用を考える。 

６．口腔癌細胞の増殖能・核異型度解析による頸部リンパ節転移の予測法といった戦略的

治療法の確立を学ぶ。さらに，腫瘍の浸潤・転移機序とその制御戦略などに対する分子

生物学的な理解を深める。 

７．婦人科がんの発生・進展機序について学び、最新の診断技術や集学的治療法・治療戦

略の立て方について理解を深め、他臓器に発生する固形癌に対する治療への応用力を養

成する。 

8．感染症が原因となって発生する癌に関して、どのような癌があるかを学び、微生物の持
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続感染による発癌の機序を学び、ワクチン等による予防を含めた治療戦略についても学

習する。腫瘍の成立に対する理解を深める。 

 

成績評価の方法 

講義および演習に基づいた課題に関するレポートの評価、セミナーへの出席による。 

 

使用テキスト・参考文献 

教科書は用いない。 

 

教育内容（講義および演習） 

回 授業内容 担 当 

１ 腫瘍学概論・薬物耐性の獲得機序 Ｉ 鈴宮淳司 

２ 子宮癌の発癌機構 京 哲 

３ 卵巣癌の発癌機構 京 哲 

４ 消化器癌の発生機序 Ｉ 田島義証 

５ 消化器癌の発生機序 Ⅱ 田島義証 

６ 口腔癌の発生機序 Ｉ 関根浄治 

７ 口腔癌の発生機序 Ⅱ 関根浄治 

８ 造血器腫瘍の発生機序 Ｉ 嘉数直樹 

９ 造血器腫瘍の発生機序 Ⅱ 嘉数直樹 

１０ 発がんにおける細胞周期の役割 Ｉ 浦野 健 

１１ 発がんにおける細胞周期の役割 Ⅱ 浦野 健 

１２ 薬物耐性の獲得機序 Ⅱ 鈴宮淳司 

１３ 造血器腫瘍の進展機序と治療戦略 Ⅰ 福田誠司 

１４ 造血器腫瘍の進展機序と治療戦略 Ⅱ 福田誠司 

１５ 感染症が原因である癌の発生• 増殖とその制御 I 吉山裕規 

１６ 感染症が原因である癌の発生• 増殖とその制御 II 吉山裕規 

１７ 
腫瘍化および増殖のメカニズムから見た、抗腫瘍薬剤の作用機序と使い

方 I 
鈴木律朗 

１８ 
腫瘍化および増殖のメカニズムから見た、抗腫瘍薬剤の作用機序と使い

方 II 
鈴木律朗 

 


